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温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「GOSAT] 
プロ ト フ ライ ト 識 験 を 実施 中 
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今年 8 月 か ら 宇宙 実 
いよ いよ 「 き ほう 1 日 本 実生 の 衝 
その 国際 宇宙 ステ ーション へ 物資 を 補 


[HTM を [ ち 上 げ る の が 
新た に 開発 中 の H-TB 湖 ウト で す 。 
1980 年 代 か ら 20 年 以上 か け て 開発 され て きた 
H-I ロ ケッ トシ リー ズ の 集大成 と も いえ る HH-TLB は 、 
どの よう な 特徴 を も つの か 。H-TB ロ ケッ ト に 求め られ る 性 能 や 、 
その 開発 状況 に つい て 、 
中 村 富 久 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ に 話 を 聞き まし た 。 


宇宙 輸送 ミッ ショ ン 本 部 
昌 -TT B プロ ジェ クト チー ム 
中 村 富 久 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


HH- TB ロケ ッ ト の イメ ー シ ジ 図 


AXA の 初代 理事 長 、 山 之 内 秀一 郎 さ ん が 記 
く な り ま し た 。2003 年 10 月 1 日 、 立 ち 上 が 
っ た ば か り の JAXA の トッ プ と し て さま ざ 
まな 難題 を 処理 し な が ら 隊 列 を 整え て いく こ 
と は 、 さ ぞ や 大 変 な 仕事 だ っ た で し ょ う 。 お 疲れ さま で し 
た 。 そ し て 有難 う ご ざ いま し た 。 表 紙 に は 、21 世紀 幕 開 
け の 年 を 飾っ た H-IIA ロ ケッ ト 初 号機 打ち 上 げ 成 功 の 写 
真 と 共に 、 在 り し 日 の 山之内 さん の 活躍 の す が た を 選び ま 
し た 。 巻頭 は 、 い よい よ 打 ち 上 げ が 来年 に 迫っ た 新型 ロケ 
ッ ト H-IB の 開発 状況 を 中 村 富 久 プ ロジ ェクト マネ ー ジ 
に 聞き まし た 。 こ の ほか 本 号 は 、 昨 年 新設 され た 月 ・ 惑 
星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ や 、 
海外 に ある JAXA 駐在 員 事 務 
所 の 活動 を 紹介 し て いま す 。 和 党 
に 世界 を 意識 する 宇宙 開発 最前 
線 の 仕事 ぶり が 垣間見 える イン 
INTRODUCTION タビ ュー で す 。 この 8 月 か ら 「 き 
ぼう 」 で の 宇宙 実験 も 始ま り 、 
新た な 局面 を 迎え た 日 本 の 宇宙 
開発 の 息吹 を 感じ て いた だ けれ 

ば と 思い ます 。 
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中 村 富 久 
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小川 眞司 事業 推進 室長 が 語る ………… 
月 ・ 惑 星 探査 

プロ グラ ム グ ル ー フ の 活動 
JAXA 駐 在 上 員 事 務 所 だ より ………… ド … 昌 
日 本 は 、 ア メリ カ が 最も 
信頼 する パー トナ ー 

吉村 善 範 ワシ ント ン 駐 在 員 事務 所 所 長 

ヨー ロッ パ で は 

ガリ レオ 計画 な と が 進行 中 
川本 千代 司 バリ 駐在 員 事 務 所 所 長 

今年 度 中 の 打ち 上 げに 向け ………… 1 ロ 
GOSAT、 順 調 に 

プロ ト フ ライ ト 試 験 中 
相乗 り 衛星 、 常 時 受付 中 …………… ィ 1 ら 
大 学生 の 小型 衛星 、 
金星 を め さ す 


[ひので | が 大 陽 プ ラズ マ の ‥………… ィ ス 
大 量 放出 現象 を 詳細 に 観測 

宇宙 広報 レボ ポー IRCECPCEPEEPEPCETEPTPFPT 1 呈 
岸和田 市 で 

JAXA タ ウン ミー ティ ング に 参加 

阪本 成一 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教 授 


山之内 秀一 郎 ……| バ ひ … 
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今日 の 成果 の 礎 を 築く 
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各地 を 巡回 し 意見 交換 
今年 度 ま で で 計 34 回 開催 の 予定 


JAXA タウ ン ミ ー テ ィング は 、JAXA が 進め る 日 
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心 で す の で 、 登 壇 者 が 1 時 間 の 持ち 時 間 の うち の 15 て は 逆 に 疲弊 し 衰 退 する よう な 作用 を も た ら す リス ク 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協 

分 ぐら い 話題 提供 を し 、 残り の 時 間 は 参加 者 の 方 か ら 。 が ある こと で す 。 第 二 に に 、 プ ロジ ェクト の 遂行 に は 人 力 補 珠 授 。 専門 は 電流 天 ASS W 
= ーー ーー ンー 、 文学 、 星 間 物 理学 。 宇宙 コロ ナ 質 量 放出 を と ら えた 「 ひ の で ] の 
の 意見 や 質問 を 伺い 、 登 壇 者 が 回 答 する と いう 構成 に と 金 と 時 間 が 必要 で 、GO する た め に は 必要 な 人 と 金 と し た た X 線 望遠 鏡 の 連続 画像 。 

な っ て いま す 。 こ の よう な 意見 の や り と り の 積み 重ね が 担保 され て いる 必要 が あり ます 。 大 富豪 が 数 百 億 円 肥 活 動 を は じ め 、 ロ ケッ NH PP 

に よっ て 、 持 来 の 宇宙 ・ 航 空 分 野 の 研究 開発 を より よ ポン と 出し て くれ る な ら と も かく 、 一 般 の 方 か ら 少 し ト 射 場 周辺 漁民 と の 対話 広がっ て いく の が わか る 


や 国際 協力 な ど 「 た い が 
g008/0409 


oetArrrS へ べき 当 へ へ 迎 吐 


ぶる は さ 過 瑞 生 番 翌 著 メ き 部 時 き (。 
&「 へ へ SC] 月 蘭 深 瑞 下 
ご! ぐ 


か で 誠 麗 Qt 剖 導 
し 
< 


避 


いも の に する よう な 方 針 や 具体 的 な 方 策 が で きる こと ずつ 集め た 寄付 金 を も と に プロ ジェ クト を 実施 する こ の こと | に 半 遇 . 
を ね ら っ て いま す 。 と は 到底 不可 能 で す 。 要 素 技術 の 開発 を し な さい と か 、 


昨年 度 、 私 は 釧路 市 (北海 道 ) 、 木 津川 市 (京都 府 ) 、 
阿南 市 (徳島 県 ) の 3 か 所 で 登壇 し まし た 。 新米 の 職員 
に 登壇 させ る と いう の は お 役所 の タウ ン ミ ー テ ィング 
で は あり 得 な いこ と で 、JAXA の リス ク 管 理 は 大 丈 
夫 か な な ど と 他人 事 の よう に 心配 し て いま し た が 、 そ 
ん な と ころ も JAXA タウ ン ミ ー テ ィング の 魅力 か も 
し れ ま せん 。 参加 者 の 中 に は 、 意見 交換 だ け で な く 成 
果 に つい て も 詳し く 聞 か せ て ほし いと いう 意見 が 多い 
よう で す の で 、 木 津川 市 と 阿南 市 で は タウ ン ミ ー テ ィ 
ング 当日 に 一 般 向け の 講演 会 る 併せ て 行い まし た 。 準 
備 する 側 の 負担 は 若干 増え ます が 、 旅 費 と 時 間 を 有効 
活用 する た め に も 、 こ の よう な や り 方 が 広 ま れ ば いい 


広報 と 普及 に 努め な さい と か 、 教 材 を つく りな さい と 
いう の で あれ ば 、 限 られ た 資金 を 目 に 見 える 形 で 有効 
に 活用 で きる の で す が 、 そ れ 以 上 と な る と 宇宙 予算 と 
いう 大 き な 財 布 の 中 に 混ざっ て し まい 、 難 し い の で す 。 
第 三 に 、 大 き な 財 布 に 混ざら な いよ うに 使用 目的 を 細 
か く 規 定 さ れる と 、 研究 者 主導 の 柔軟 な プロ ジェ クト 
変更 が 難し く な り 、 下 手 す る と 使う あて の な い お 人 金 に 
な っ て し まう と いう こと で す 。 こ うし た こと を 考え 合 
わせ て 意見 を 述べ た も の で す 。 

JAXA タウ ン ミ ー テ ィング は これ か ら も 全国 各地 
を 回 り ま す 。 皆 さま お 誘い 合わ せ の 上 ご 参加 いた だ き 、 
忌 憧 な い ご 意見 を お 寄せ くだ さい 。 
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岸和田 市 で 
今回 は 大 阪 府 岸和田 市 と 日 本 SF 大 会 の 共催 と いう ーー ーー 。、 マ ゃ っ 
や や 特殊 な 開催 形態 で 、 宇 宙 フ ァ ン の 方 が か な り の 数 JA X AA タタ ! 7 ン て ブフ イ ンク し 


を 占め た よう で す 。 そ の た めか どう か は わか り ま せん 

が 、「 は や ぶさ 2] の 早期 実現 を 待望 する 声 が 次 か ら 次 参加 / 
へ と あがり ます 。 ま た 、 和 失敗 を 恐れ ず 最 先端 の 野心 的 ご ぞ 

な 研究 開発 を どん どん 進め る べし と いう 意見 や 、 そ れ 5 月 23 日 、 大 阪 府 の 南西 部 に ある 岸和田 市 で 行わ れ た 

に 割く 資金 が な いな ら 寄付 金 で も 何で も 遠慮 せ ず 集め | 第 29 回 JAXA タ ウン ミー ティ ング | in 岸和田 に 参加 してき まし た 。 

て で を ゃ 実施 する べし と いう 意見 な ど が 出さ れ ま し た 。 今回 は 、 こ の 様子 に つい て ご 紹介 し ます 


今回 は 市 と 日 本 SF 大 会 の 共催 で 
多数 の 宇宙 ファ ン が 参加 
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一 緒 に 登壇 し た 当日 会 場 で 初 披露 し た 待 解 質 ご 鐘 記 か で ら 民 る 記 い 状 質 X 測 質 穴 陽 
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2001 年 8 月 、H-IIA ロ ケッ ト 初 号機 打ち 上 げに 成功 ( 右 )。 


打ち 上 げ 後 の 


H-TA ロ ケッ ト 関 連 企業 へ の 
現場 視察 


2003 年 10 月 、JAXA 統 合 時 ! 
山崎 直子 宇宙 飛行 士 と 


2005 年 、NASA か ら 栄 誉 賞 を 
授与 され た 表彰 式 で 


p 者 会 見 で 遠山 教子 文部 科学 大 臣 (当時 ) と ( 諾 ) 
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尽力 され まし た 。03 年 10 月 、 宇 
宙 3 機 関 の 統合 に より JAXA が 発足 する と 初代 理 
事 長 に 就任 され 、04 年 11 月 に 退任 する まで の 間 、 わ 
が 国 の 宇宙 開発 の 発展 に 多大 な 頁 献 を され まし た 。 


トー 


山之内 秀一 郎 氏 が 2008 年 8 月 8 日 に 逝去 さ 


た だ 


れ ま し た 。 
山之内 氏 は 、00 年 7 月 に JR 東日本 株 式 会 社会 長 


か ら 宇 宙 開 発 事業 団 (NASDA、 現 JAXA) の 理事 
長 に 就任 し 、 当 時 、 ロ ケッ ト 打 ち 上 げ 失 敗 、 人 工 衛星 


宇宙 航空 研究 開発 機構 (JAXA) の 初代 理事 長 で 
の 運用 停止 な どの 事故 が 続い て いた 日 本 の 宇宙 開 


発 体制 の 立て 直し 【 
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いっ JR し 8 さ s? 

1J 直 拓 SfJ 刀 映 w 本 や "多く し 展 時 G 揚 
選 ne っ J 尿 1J 古 po 康 で 世 つ 工 記 ? 


IL 周 


挟 っ マメ 陸 幅 


補 ( ゴ NEo ぐ ) 全て の ロマ リロ 球 で し 嘱 
尽 け 49 や om っ つや 68” 中 G べ 起 Q 公 素 半 
司 机 半 ペ ネー ド く 加 落 1) | 避 つ 丸 並 し つ 
YS? 弄 除 NGPDG8” 1J ン S さ る で 8 や 6 し 
つ 選 会 忠明 宮 や 0 SG 嘘 さ G 貞 本 し @ 
来 食 し つ ? 

和民 和 や 選 K 茎 本 民 ご 雇 和 を 公 品 宮 G 誕 際 し G 
喘 ゆ つじ っ neon0d′ 証 全 前 柚 っ つ SG 
し p” NIS や p 盾 時 編 に 加島 G 甘 記 人 ロ 倒 つ 
人 SG 幅 陣 G 龍 1 ツ ” NSJpco 殴 H6 じ RHIV 衣 っ 以 
いし つ HeQGvs" 赴 IEHm 民 放つ に 編 埋 
he@G 束 し 尼 公 [ 全 で O で で 1J を の で で 壇 つ 
し つ ぷ 8? oxQDNG 個 避 ′ 尽 電 思 和合 し 画 ご 公 
SO 丸 中 和枝 尿 で 四 @ 骨 葵 貴 唱 [ 得 下 」 幅 史 


二 伝 ne IT う つつ に 禁 倒 喉 0 し 8G 
や [の 全う) 括 喧 ?OpQ で れつ ? 
1JG 芝 G 誠 軟 は 地 つ " TJG で 玩 田 加 NG 

ャ エ 倒 還 上 wm で 7 2JS 垣 球 @ 有 ンマ 
の ロマ ひ GSJ で ン や ン 想 ( 寺 馬 し 
"で 6 し GtJ3 提 村上 ン 悩 弓 つ "1J 了 加 
4G 康 ご 敵 つ 6 
※「 議 ]G 問 せ ” 親 普 ロ トム ン 品 配 し 征 
品 ロ 辻 べ で で し っ で むし ば せ S マ ツン 記 S2JAJ ン 

| 赴 G 軍 公 障 つ 丈 対人 レ ロロ つじ っ 昌 所 
し じゃ 公 ” < ト 回 揚 誠 球 編 ン つ YJS 選 除 
けつ つや で? 


悦 田 過 


IR 有 て の ロー 要 由 


克 析 民生 6 雪 RR 証 MMRS 苑 人 じ っ 刀匠 
並 て マ の ロマ 全 エ ー ロ ヨロ よ か て 6 尽 二 計 
下 店 つじ し や G 農 HHNS 層 NG 会 SQy 拓 枝 過 嘱 
会 匿 @ し つ H6n) っ 心 剛 組 @ に ヨゴ NER | 
穀 ロ 柄 幅 嘱 窟 出 GS 民 っ ロ 二 人 つき? 

親 藤 エー ハ ユ ーK 公 Q エ ー ロ マハ ユ 
ーK く ロト ミィ 柚 泊 @ 環 上 9 枕 材 セ NG ょ J う ) 公 
YOS 騰 識 じ SW で SD 忠 NM し 史 団 螺 寺 
咽 AK ト 6 品 座 ・ 郁 式 だ りう っ 避 舞 名 出 
Ame し っ あつ 玉 公 て の ロマ ポ 近 ゴ NE 
本 侯 MKG3 桂 G に けい J で SQ 握 似 爺 陣 つ 
ソン 央 陸 つつ 7 

記 mN ら 罰 了 公 QQ 財 皿 YS さて の 
ロマ 照信 Gー ス いつ ト 画 談 冒 環 KI ト ー ハ 還 
へ 球 R やつ に 昌 話 式 濁 細 呈 6 悪党 *w 思 打つ 
エー ヨ マ G 忌 中 惑 公 <Qom 緒 6 し G っ 乱 で 
や 窓 民 落し G 尽 人 計 ロ ボ Q4ROTJJ 公 し 
つり 

思い ロト 中 トト 半 辻 疑 生 つ ” 楓 坦 や ー ヒ 
山 怖 談 式 府 4mHK ミ キャ ー 各 擬 G 電 起 出 押 
区 人 し っ 公男 組 貼 人 し 公 〇 昧 品 当 
装 G 彫 人 S じ 由 っ 誕 中 殿 胃 S 記 恥じ 830 
RS マ 操 人 じ っ で NeGp ゴ NEK 醒 也 MRG 
出 侯 さり 省く 所 SOJ 血 志 つ し っ 

由 符 G 革 四 講 浴 本 間 還 時 Yo で 財 で つ 上 
蘭 の 人 S 公 ぐー 会 J 不 是 選 8 康 で 紀 つ 十 
Ns 
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発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 旬 Better Days 


E 


刷 製本 代 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


F 成 20 年 10 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宣 

副 委員 長 舘 和 夫 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 
顧問 山根 一 候 


INFOnMATION 2 宇 政和 次 選抜 人 s ク か そ を 定 ト 3 の を 放 際 タ 長 地 ま 衛 地 大 験 ハ 球 る 
宇宙 飛行 士 幸生 
5 講和 か AL (まあ ァ H 県 て る 業 糧 用 負 を 北 沖 人 代 あ る 多い ジ 則 会 A * 氷 全 き 
候補 者 の 第 1 次 " 語 o 20 ル K いま 妥 験 送 間 所 N ン し 高 軸 が る 害 ま ョ 期 場 は ビク ホホ 
へ 、 za 琴 6 ze gs ルン 
と ペ 中 ロ 」 ご 【o や ヶ 4 3 衣 8 昌 内 さき 6 D 
異 抜 50 人 合格 3 時 の ん 全 時 て 電化 と 1 計っ タン 島 寺 8 コリ 角 < 
ニキ ーー べべ べべ へ へ べべ 人 6 京 5 ミ 時 大 8 沼 
は 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ 30 歳 未満 Z 28 183 イ 「⑤ 9 を 押 5 8 総 N グ 羨 可 す 信 会 如 送 用 双 N プン を 
搭乗 する 宇宙 飛行 土 候補 者 に 年 齢 別 3040 歳 。 42 129 651 5 人 う ャ 人 っ 月 上 は 人 能 な 放 電 間 の 間 罰 【 伝 ピ 僚 時 
つい て 、 書 類 選抜 合格 者 230 名 24 旗 以 上 = 1 23 Ii2 ョ ン 、 の ネリ ン ?!4 名 昌 送 あの と さ 未 通 早 小 オ \ ツ 対流 実 遇 で 
を 対象 に 第 1 次 選抜 試験 を 行い Z 123 515 ン ビ 北 実 ズ モ 映 24 か 古 ニ も セ る 小 な は 整 信 た 弄り イ Y 高 さき を 9.6mm ま で 
人 リロ = 映 ツ 京 験 特 1 像 日 所 屋 国 ン 特 型 り 人 ペ 備 実 公 地 ン 守 ク 人 ば し た 時 の 泊 
プ サ ゝ 日 Ba や 液 柱 に 対 
を 第 1 次 選抜 合格 者 に 決定 し まし 9 今回 の 伝送 実験 の 概要 え の 送 I 伝 ハ 像 験 「 SR 
た 。 今年 4 一 6 月 の 募集 に 対し 計 ー 9 る 約 填 り 送 を の 9 内 ha 仙 面 か ら 所 
香 Si [ Pr も 7 度 化 で ビ 3 1 
963 名 が 応募 し て いた も の で 、 こ その他 15 9 っ 、 、  W ど の 人 と 喘 天 ジラ 多 邊 計 
れ で 応募 総数 の 約 5 パ ー セ ント に 北海 道東 北 。 2 2 5 上 ト デ で で し 偽 現 3 還 mk 一 
絞り 込ま れ た こと に な り ま す 。 関東 30 131 557 ー ロ ーー * り は ! き 映 て 
今後 は 、10 月 に 第 2 次 選抜 試験 中 部 8 2Z 104 ゃ ふ ー ジ ーー。 バタ ま 像 送 人 NII 1 
を 行い 、 そ の 結果 を 12 月 中 旬 頃 地域 別 近畿 3 19 116 二 1 に 3 ト 間 ip 3 上 人 上 還 ' き ば ぼ | 
に 発表 。 さ ら に 第 3 次 選抜 試 験 を 中 国 ・ 四 国 2 | waees 。 3Yzrtoryags 還 最 の 是 SM き へ 
」 の 但 通 に < 
来年 1 一 2 月 に 行っ て 、2 月 下旬 九州 ・ 沖 縄 。 2 43 凍っ ーー ビー ョ 束 信 と b 三 日 本 実験 棟 で 
こ 最 終 選 抜 結 * す 。 海外 3 36 20 と 衛 る HE N[ だ を 
に 最終 選抜 結果 を 発表 予定 で す 和信 る は ら 周 8 月 か ら 科 学 
SN ) さ 
験 が スタ ー ト 
で シ 地 訓 宙 今 お 子 の 上 会 あな 毎 徳 2 二 | 
1 コ に 練 え 年 償 で 持 げ る ん 年 島 0 の 7 二 ーー ーー 箇 か 「 国 際 極 年 ] に 当たる の 合成 開 ロ レー タ 「SAR] で 銀 測 人 の 
8 と 四 中 す は 9 兄 寺 る べく も で 9 ご 8 日 な 科 島 れ 洗 ヵ 北 定 た 間 枝 3 月 1 日 一 来年 3 月 1 日 の 2 し た 画像 が 右 。 同 じ く 07 年 8 月 置 さ れ た 「 き ぼう 」 の 船内 実験 
0 出 り 半 シ 来 め き を イト を わ 1 南 が ふ 5 あ 由 5 般 極 期 ヾ 3 年 間 、 際 大 観測 技術 衛星 [だ いち | に 「 だ いち 」 の PALSAR が 観測 室 で 、8 月 22 日 か ら 「 マ ラン ゴ 
た 導 は 旧 ン ま すう た 大 トト う 日 到 月 ぁ 団 や 同 ) く の 8 2 的 ち 3 を 使っ て 北 格 半 南極 問 を 定期 的 し た 画像 が 左 に な り ま す 。 こ の 2 対流 実験 が 始ま り まし た 。 
上 来 一 長 自 催 て 記 会 ん た お 開 13 い 体 い 日 開 計 に ビブ 9 に 和 湖 し て いま す 。 こ の ほど 、 そ つの 画像 の 決定 的 な 達 い は 、 両 _ これ は 、 諏訪 東京 理科 大 学 の 河村 
り 場 < 王 害 ふ し 素 供 と エ 手 催 4 フ を 天 南 フ 叫 介 南 (ご が "の うち フェ ー ズ ドア レイ 方 式 の 合 画像 内 を 東 両 に 延び る 水 河 の 月 共 。 洋 炎 遂に よる 「 マ ラン ゴ ニ 対 流 に 
し は ! 飛 在 ら すめ 導 物 ッ 教 身 れ 上 ス 催 文 市 = 観 成 開 ロレ ー ダ [PALSAR」 で 取得 開始 点 の 位置 (一 黄 の 椿 円 で 表示 ) お ける カオ ス ・ 乱 流 と その 遷移 過 
0 人 了 信 そ ト 守 の 昌 ま ぅ テ す 人 スス 机 し た 画像 の 一 部 を イン ター ネッ ト で す 。 両 画像 共に 、 氷 河 の 上 流 は 。 程 ] で 、「 き ぽう] を 使っ た 初 の 科 
日 1 も け 際 生 \ く 打 観 り に た 卓 パ 名 』 6 ア 岡 上 で 公開 し まし た 。 東 に あり ます 。 学 実験 と な り ま す 。「 き ぼう 」 の 
間 ク 現 て 字 の 親 り ち に ちこ や ん ま 4 開 て 上 グリ ー ン ラン ド 、 南 極 、 北 板 法 近年 の 地上 温 曖 化 に 伴い 水 河 の 後 ” 船内 験 の 流体 実験 ラッ ク に 搭 
催 ノバ 画 た 沿岸 の 画像 例 が 公開 され て いま す 刀 現 象 が 世界 各地 で 確認 され て い 載 さ れ て いる [流体 物理 実 験 装置 | 
ル 像 に が 、 こ こ で は 14 年 に わた る 極 域 ます が 、 こ の 画像 で も 、14 年 間 を 使っ て 、 移 波 斑 還 セン ター か ら 
の 変化 を 色濃く 示す も の と し て グ に 約 13km も 頻 徐 点 が 上 流 側 に 移 ”。 の 遠 科 操 作 に より 行わ れ ま し た 。 
を リー ン ラ ンド の 氷河 後退 の 例 を ご 動 す る と いう 大 幅 な 後退 が 確認 で 実験 で は 、 ま ず シ リコ ー ン オイ ル 
紹介 し ます 。 きま す 。 崩落 の 東進 に 伴い 、 大 量 ” を 2 枚 の ディ スク の 間 で 円 往 状 の 
グリ ー ン ラン ド 中 西部 に ある ヤコブ の 水 が 下 流出 に 押し 流さ れ 、 下 流 形 ( 溢 舘 に し 、 次 いで 溢 住 の 画 端 
若田 宇 宙 飛 年 参 加 し た スハ プン 氷河 を 、1994 年 10 月 に 側 は 14 年 前 に 比べ て より 多く の の 温度 を 制御 する こと で 、 液 柱 に 


「 ス ペー スト ー ク ショ ー] 


2007 年 8 月 3 日 に 「 だ いち 」 の PALSAR が 観測 し た 画像 


地球 資源 衛星 1 号 (| ふ よ う 1 号 ]) 


水 に 覆 わ れ て いま す 。 


還 METParand Py AA 


温度 差 を 発生 させ まし た 。 こ の 温 
度 差 に より 表面 張力 対流 (マラ ン 
ゴ ニ 対 流 ) が 発生 し 、 流 れ の 速 さ 
や 方 向 が 変化 し て いく 様子 の 映像 
や 表面 の 温度 分 刊 な どの デー タ を 
収集 し ます 。 

地上 で は 重力 に よる 浮力 対流 の た 
め に 見 え に く く な る 表面 張力 対流 
を 、 微 小 重 力 環境 で 3 次 元 映像 で 
捉え ます が 、 こ うし た 流体 現象 の 
把握 は 、 地 上 で の 半導体 材料 の 製 
造 や 宇宙 用 機器 の 開発 に と っ て 重 
要 な 課題 で す 。 


ーー 


観測 ロケ ッ ト 
S-520-24 号 機 の 
打ち 上 げに 成功 ! 


AXA は 8 月 23 日 の 早朝 6 時 2 分 、 

大 樹 航空 宇宙 実験 場 ( 北 海道 ・ 大 樹 町 ) 
に お ける 大 気球 放 球 の 第 1 号機 と し て 、 重 い 
機器 を 飛 奈 さ せる 大 重量 物 搭載 型 気球 の 代表 
的 形式 で ある 満 膨 張 体積 10 万 m の 大 型 気球 
を 放 球 し まし た 。 

気球 は 、 お よそ 毎 分 300m の 速度 で 正常 
に 上 昇 し 、 放 球 1 時間 55 分 後に 広尾 沖 東方 
約 60 km の 海上 で 、 高 度 33.5km で 水平 浮 
遊 状態 に 入り まし た 。 そ の 後 、 気球 が 海上 を 
西進 し た 後 、 指 令 電波 を 送信 し て 観測 器 を 気 
球 か ら 切 り 離し まし た 。 観測 器 は 、 祥 愛 北 東 
約 30 km の 海上 に パラ シュ ー ト で 緩 降下 し 、 
へ リコ プター に よる 捜索 の 後 、12 時 10 分 
まで に 回 収 船 に より 回 収 さ れ ま し た 。 

また 、9 月 5 日 に は 、 同 じ く 大 樹 航空 宇宙 
実験 場 か ら の 第 2 号機 と し て 、 満 膨張 体積 
30 万 m と いう 日 本 最大 級 の 大 型 気球 の 放 球 
に も 成功 。 

2 回 に わた り 、 大 樹 航空 宇宙 実験 場 に お け 
る 大 気球 の 放 球 、 管 制 、 回 収 と いう 大 気球 実 
験 シス テム の 健全 性 を 検証 する こと で 、 所定 
の 機能 、 必 要 な デー タ を 十分 に 確保 する こと 
が で きま し た 。 


S-520-24 号 機 の 打ち 上 げ 


(8 月 2 日 ) 


打ち 上 げ 準 備 の 様子 
(7 月 29 日 ) 


AXA は 8 月 2 日 、 観 測 ロ ケッ ト 
S-520-24 号機 を 内 之 浦 宇宙 空間 観測 
所 (鹿児島 県 ) から 打ち 上 げ ま し た 。 ロ ケッ 
ト は 発射 後 55 秒 で 開頭 が 行わ れ 、 結 唱 成 
長 実験 を 開始 。 そ の 後 、 発 射 後 274 秒 で 最 
高 高度 293km に 達し 、 す べ て の 実験 を 終え 、 
内 之 浦 南 東海 上 の 予定 され た 海域 に 落下 し ま 
た 8 
観測 ロケ ッ ト と は 、 主 に 宇宙 科学 観測 用 に 
開発 され た 固体 ロケ ッ ト の こと で 、 高 度 100 
ー 1.000km の 宇宙 空間 を 飛行 し な が ら 落 下 
する まで の 間 に 各 種 観測 や 実験 を 行い ます 。 
今回 は 、 ロ ケッ ト の 弾道 飛行 で 得 ら れる 数 
分 間 の 微小 重力 環境 を 利用 し て 、 対 流 の な い 
環境 で の 結晶 成長 の 過程 を リア ル タ イ ム で 調 
べ る た め 、① 最 先端 材料 な ど に 使わ れる ファ 
セッ ト 結 晶 ( 平 ら な 面 を 持つ 水晶 状 の 結晶 ) 
の 成長 の その 場 観察 、② 新 し い ダ イヤ モン ド 
合成 法 ( グ ラフ ァ イ ト 通電 加熱 法 ) に 関す る 基 
礎 研 究 、 の 2 つの 実験 が 実施 され まし た 。 
当日 、 搭 載 さ れ た 2 種類 の 結晶 成長 実験 の 
機器 は すべ て 正常 に 動作 し 、 デ ー タ 取得 に 成 
功 。 こ の デー タ を 用 いて 、 今 後 詳細 な 解析 が 
実施 され る 予定 で す 。 
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